
5．「四條畷のん代吏発掘」肘櫛暇市敦否祭日会1976年

6．「誹射り遺跡発鋸胡た概要」押隠畷市敷石を‖会1975年

7．忍ケ周古墳　t冊柵暇車日日ヒ財シリース2、冊細川敦f楼ii会1974年

8．「岡山l軋遵跡発糾調た概要・1．川條牒市敦否を＝仝1976年

9．半座兵吾「北湖山史跡史甘」（大阪府北河内郡敦石悠汗り）1931年

10．江行　寛「河内・1仁法寺跡の硝究」古代学第12巻、第2・3合併号

Il．「州條畷町・直法寺跡発弼調た概観」ノ誹紺f敦杏奈‖会1970年

12．詳11

13．山本　博「丹Jiの研究」綜芸舎1970年

論考　清滝の古寺正法寺と氏寺の造営

瀬　川　芳　則

そ（′）汀、満滝川付）石目㍉こそ′了∴山越え了）古道満潮損机上　さかんに利用された。今は左

岸レり同道163号線が、大和への交通の幹線道路一こ守る．

江／叫…代：二は、この清流にたくさんの水車場が並び、大阪の道幅町（ドショウマナ）へ収

めるための薬椎をひく作業をしたハ昭和28年の洪水で、水＿・i明も消えたままになってしまっ

たが、ついこのあいだまで、コットン・コソトンと回り続ける水車の姿が見られたわけである。
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そして、この川沿いに古代寺院正法寺の條美な、またある時には雄大射加藍が建ち並んで

いた。

1．清滝の古寺を訪ねて

四條畷市清滝字正法寺の地名どおり、消滝に正法寺と呼ばれる寺院があった。

そこは生駒山地から派生する小さな丘綾の卜で、海抜約30メートル　それほど高い地形と

はいえかいが、寺跡付近に立っと、遠く六甲山地までも眺望がひらける見晴しのよい地形で

あることがよくわかる。

思えば、このあたりの水川から：ま、よく六九が拾われていたこ．侶Ifヌノメ）のついた平瓦

などなら、ちょっと注意していると足もとにころが－ノていたものである、、

したがって、古瓦マニアもたびたび出没したらしい「地元の暇古文化研究†某存念の打志たち

が、この寺の瓦資料のほとんどは、熱心なというか偏幸帥勺というか、とにかく彼等マニアに

よって持ち去られたとこぼしていた。

字正法寺にのこる「堂の前」・「堂の庭」の地名も、それがどの時代にかかわるのであるの

かは不明であっても、やはり重要な正法寺の伝承となっているぐう

ところで、現在の正

法寺は中野にあって、

浄土宗の寺院であるが

元和8（西暦1622）年に

僧門明が清滝の地から

移し、それから40年ほ

どのちに、憎堅恵が其

言宗から浄土宗に改め

た（転宗）ものである。

したがって、現在の

正法寺に伝わる記録は

正法寺の永い歴史を考

えてゆくうえで、おお

いに参考にしか†れば

ならない。 小倉豪所蔵の蓮華文軒丸瓦

また、昭和44年壕と昭和50年度には、待望の発掘調査が実施せられ、、lj寺の規模やその伽

藍についての考証が一一・歩Il打過したのであった。
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清j竜で、小倉昇三氏宅を訪ね、夫人から見事な蓮華文(レンゲモン)の軒丸瓦を前にしながら

寝屋川高等女学校長として、また考古学者として高名で、あった故平尾兵吾先生と正法寺との

出合いの模様などの話をうかがっていると、この古い寺に対する土地の人々の想いが、痛い

ほどに感ヒられた O

以下にこの寺に関して、思いつくままに紹介と雑感@雑考をめぐらせてみたい。

2.小野山正法寺と行基特院

中野の正法寺に伝わる記録(正法寺縁起)等によると、正法寺は、天平ll(西暦73百)年に

有名は行基(ギョウキ)の開基した聖武天皇の勅願寺で¥行基49院のひとつであった O また七

堂伽藍のそなわる大寺で、小野山正法寺と号したという。

行基といえば、「近頃、小僧行基とその弟子がちまたにあふれ、みだりに幸・不幸を説き、

同志を集めでは指やヒジを切ったり焼いたりして苦行といい、戸別訪問しては食間以外の寄

付を要求し、悟りを開いたなどと詐称して百姓を妖惑」すると、特に名指しで違法行為を指

摘された時期(養老元年、西暦717年続日本紀)もあったが、長屋王事件(西暦729)のあと

藤原氏から光明子が、皇族以外の女性としては、はじめて皇后になると、行基らの民衆救済

的な布教活動に対する政府の見解が急速に変る O

そして、小僧と呼ばれ、危険な活動家と見なされていた行基は、行基法師と呼ばれるよう

になり、ついには僧正以下のすべての僧官の上にたっ大僧正の地位を得るにいたる O

時あたかも政局は混迷し、聖武天皇は精神的にも疲れきっていたのであろうか、山背国相楽

郡の恭仁(クニ)宮、近江国甲賀郡の紫香楽(シガラキ)宮、そして行基を大僧正に任命す

る前年の天平時(西暦744)年には難波宮へと、数年の聞に転々と遷都をくり返しているので

ある。

政権の担当者は、橘諸兄(タチバナノモロエ)で¥政策ブレーンの中心をなしていた者に

僧玄防(ゲンボウ)がいる。そして、国ごとに僧寺(国分寺)と尼寺(国分尼寺)を建てよ

だの、東大寺(総国分寺)を建立するのだなどの詔(ミコトノリ)が、相ついでだされるの

であった。

いかにきらびやかな天平寺院が諸国にその莞(イラカ)を輝かせ、また東大寺の大仏の巨

躯が完成したにしても、庶民にとっては、まさに無策で無責任な政権であったことであろう O

遷都と造寺のさわぎのため、「用度の費すところ、あげて計(カゾ)う J(続日本紀)こともで

きないほどで、そのために「いま

車己)ありさまである O

は憂(ウレ)え苦しみ、居宅すら定まらないJ(続日本

そしてこの遷都さわぎの終止符は、平城京の薬師寺に集めた大安寺・元興寺・興福寺など
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の憫たちの意見によ′）てうたれ、天平17年、再び平城京へノ宮1たちか帰一了〔きた

このような時代の様仁を考えていくと、その中で行基の黒したでムろ〕役割を、一八、嵩了と

権力の中にくみこまねていった彼と、そして反権力的引両町二よ一て、畿内しり艮衆工人き七

郎腎力をもっていた彼を、大僧正などとい力掛隋の待遇で迎え入れさる与えなか）た政府と

を考えあわせるならば、消滝軌道ぞいの古寺が、何らかの形で、行基とのかかわりを王ノ・工

とは、じゅうぶんに考えうることであろう。

ただし、正は寺が行基49院のひとつであるという寺伝について：土、二の寺が行基の開基だ

としているのと同相の、きわめて信ずるにたりないものである「

行基は、30才代の後，‡；から、大平21勘こ80才で死亡するまでの【粧二、49の寺院を造・了了い

る（続日本紀）。彼の・生は、実に多彩多忙をきわめていたようである′〕行基誉薩のこと∴手が

あるとおり、行基に対一㌢る信仰が、49院の分布する京畿内に盛んであ1たと思われる（

ところで、河内には行基建立の寺院、すなわち49院に含まれるものが6寺院あるが、それ

らは、河内郡・交野耶・丹比用いタンヒグン）・茨川郡に屈しており、清浦の柾目‾る誹良郡の

名はでてこ射し，交即耶・茨目郡で行基隼誹：こ述べられている寺院：上　次了）二カ所である－、

交野郡・条の久修臓l院

茨目郡伊香の救万院

茨目郡伊香の掛川尼院

神恥2年

ノ召乞5年

ノ、日工5年
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しかし、今日多数の古寺が、行基を開基とする伝承をもっており、そこに行基菩薩崇拝の

なみなみならぬものであったことがうかがい知られるのである。

以上は、行基云々について述べたので¥次に小野山正法寺の山号について少しだけ参考意

見を述べておこう O

日本書紀の欽明天皇23年秋七月の条に、河内田の更荒(サララ)郡の鴎革島野邑(ウノノサト)

の記事がある O そういえば、持統天皇の幼名も鹿島野讃良(ウノノサララ)の皇女であった。

おそらくは、オノもウノも同ヒア行の音であり、ウ野の里に山号のオ野も端を発している

ものであろう O

そして、当地がウ野といわれたのは、河内平野が低湿な湖状をなしていたと思われる当時、

水鳥が多く棲息していた付近の景観によるものであろうか。

なわ、さきに引用した日本書紀の記事では、新羅よりの使者が帰国せずに住み着き、その

子孫が今は河内の国の更荒郡ウノノサトの新羅の人ということになっている。

また、新撰姓氏録の未定雑姓の工費に字努連(ウノノムラジ)の名があり、河内国に住み新羅

の皇子であった金庭興の後喬(コウェイ)と記されている O

したがって、新羅系の渡来者たちによって、当地にいち早く古代寺院の建立がなされたも

のであったかも知れないのである。そしてこのウ野の地にちなみ、宇努速の氏姓をもっにい

たったとも考えられよう。

このほか、当地方に関係を深くしたと思われる渡来系の氏族には、百済系と伝える宇努造

や、甲可(鹿深)氏があるが、註釈欄に別記したので、参考としていただきたい。

3. )青j竃寺と投苛者(工ンノギョウジャ)

長尾の正俊寺は、領主久貝因幡守正俊の名を寺につけたことからもわかるように久員家の

菩提寺として建立された禅宗寺院である。

正俊の子正世が、亡父と一族のために、讃良山j青j竜寺中野坊(正世公墓碑の銘文)もしく

は、讃良山中坊清j竜寺(正俊寺縁起)を慶安 2 (西暦1649)年長尾に移して建てたものであ

る。

清J竜寺中野坊と中坊清滝寺とでは、微妙なくいちがいを感ビはするが、平安時代に、東高

野街道と清滝街道とにのぞむ地の利を得て、おおいに発展をした真言寺院小野山正法寺が、

付近の山麓にいくつかの坊をもつにいたったことも考えられるであろう O

いずれにせよ、現在正俊寺には、本尊として黒仏(クロボトケ)で知られる釈迦如来座像

一体と、府指定文化財となっている立派な十三重の石塔があり、いずれも清滝寺から運びこ

んできたものである。
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正法寺の全体をさしているのか、ある

いはその，一坊をいうものであるのかは別

にして、消滝寺の寺号とともに、正使寺

の資料（綿起及び、墓碑銘）は、沼滝寺

の開基を幡験道の帥祖といわれる役小杓

（エンノオズヌ）すなわち役行かこあてて

いる。

これこそどこへ行っても言い伝えられ

る役行者開基の伝承である。役小杓につ

いての細車烏不明な点が多いが、7世紀

から8世糸山こかけて、大和の葛城山中で

幡行をつんだ呪術書として知られている。

其言宗・天台宗が共に密教を伝える過 正俊寺　十三重の石塔

程で、呪術的・山岳信仰的な要素を深め、11而；こありて苦行をつみ、そこから呪験力をつけ

ようとする験者（ゲンザ）が現われると、各地にその霊山が生まれ、彼等はいずれも役行者

を人先達として崇拝するようになる。

中世末になると、食草山・大軍山・熊野山は霊山中の霊山として、そこで豊津修行をめざ

す行為が民間にまでも流行した。特に熊野山については、アリの熊野詣でのことばどうり盛

況をきわめたのであるこ

国中神社境内の石棺蓑石

凝灰岩の家形石棺で付近の古墳からの発見である
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清浦といい溝滝川といい、また山岳を

背後にする真言寺院lEは寺といい、役′ト

角との結びっけにふさわしい条作はそろ

っているっ　したが－ノて、この種の艮問信

仰に当寺が膏を向けることは、到底考え

られないことであろう。

中野の正法寺の記録にある行基開基に

せよ、この役′ト角開基にせよ、いずれも

古い法燈を誇る当寺の紬起を、それぞれ

の時代の宗教界の動静す寺わら信仰需要

を、敏感：ことらえた知悪書の策したとこ

ろであろう′＿、そして、時代の流れを適確

にとらえることができてはじめて、本来



之4

は伝統的で保守性をもっ古い寺院が、廃絶してしまうことなく、長時間の維持を可能にする

ので、ある O

4.清滝正法寺の創建の時期

すでに述べてきたことからもわかるように、この寺の創建の時期を、行基や役行者に結び

つけて論ずることはできない O 同様に、女帝持統の幼名であるところの、ウノの讃良に関連

を求めて当寺の創始を求めることにも、さしたる根拠があるようには思えない。

すなわち、清滝字正法寺で発見している古瓦のうちで、最も古式の形式をもつものは、行

基・役小角・ウノの讃良皇女らの活動期よりも、古瓦の形式からいうと、一時期さらにさか

のぼる古式の蓮華文をあらわす軒丸瓦で、小倉昇三氏所蔵のものがその典型である。

古瓦研究者が、八葉素弁蓮華文(ハチョウソベンレンゲモン)とよぷであろうこの種の軒

丸瓦は、通常百済系といわれるもので、類品を百済の故地「扶余」とそのイ相互に見ることがで

きるものである O

過日、この瓦について幾人かの研究家の見解を聞く機会を得たが、多くの人が飛鳥時代の

末頃といっていた。

飛鳥時代と次の白鳳時代を、どのあたりで区分するのかは、容易にはいいがたいのである

が、大化の改新(西暦645)を目度にしていることが多い。

字正法寺では、八葉素弁のこの穫の軒丸瓦は、最近の大阪府・四候畷市の調査の擦にもい

くつか出土して、もはやこの瓦の時期に、当寺創建のおこなわれたことが動かしがたい事実

と見なされるにいたっている O

ただし、この瓦をもって、古式の蓮華文であり、また{可の飾りもない外線(周縁)の幅の

薄いことなどのみによって、飛鳥時代にあてることには問題があるようである O

すなわち、藤沢一夫氏が指摘(河内清滝寺法名正法寺考)しておられるように、 「花弁は

弁端切込形式に属し、問弁の頭部が両方に挺出して、弁頭を包含するようになって」おり、

また「花弁の部分が第一段、花弁を包む問弁の部分が第2段、その外側に一般的に認められ

る溝状部分がなくて、外縁が第 3段となり、弁区から外縁までが階段状をなしている。J ，-そ

れは百済故地でも、日本でも第一期式の新しい時期に属している」もので、この古瓦の編年

上使用されている第一期式をもって、ただちに飛鳥時代とすることが、論議を複雑にさせて

しまった原因のように思える O

そこで、創建当時の時期を、こうした古瓦研究の成果にたって考えるならば、蘇我入鹿(ソ

ガノイルカ)による斑鳩寺焼失事件(皇極天皇2年、西暦642年)の頃から、再び斑鳩寺の焼

失する天智天皇 9 (西暦670)年の頃までの聞に、あてておきたいのである O
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この寺の創建は、いずれかの氏族の氏寺としてである O 従来は、その財力を傾けて古墳の

造営にあたったであろうところの地方の有力者は、この頃になると、氏神に並べて氏寺の建

立をおこなうようになった。

そしてこの氏寺の各地建立の実態は、続日本紀の天平元年の条に「河内国の寺六六区」と

記されているように、河内一国だけで66ケ寺の多きを数えるほどであったのである。

北河内地方では、正法寺のほかに、次の寺院跡が古代寺院として、河内部ケ寺に含まれて

いたものと思われる O

讃良廃寺 四候畷市 高宮廃寺 寝屋川市

太秦廃寺 寝屋川市 長宝寺 交野市

開元寺 交野市 中山寺 枚方市

百済寺 枚方市 嵯At:廃寺 枚方市

船橋廃寺 枚方市 九頭神廃寺枚方市

楠葉廃寺 枚方市 西山!窪寺 八幡町

なお、これらの一応の確認がなされている寺跡のうちで¥第一期式の古瓦を伴っているの

は、正法寺跡のほかに、楠葉廃寺 a高宮廃寺のみで、これら三寺院の中では、楠葉廃寺から

最も古式の軒丸瓦が発見せられている。

5.髄藍の造堂と正法寺

寺を建てるというが、これは大変な難事業である O

たとえば、瓦だけについて計算してみても、七堂伽藍のすべてに使用する数量は実に莫大

である O 正法寺の場合でも、金堂や講堂には、それぞれ数万枚の瓦が必要で、あるから、全部

合せれば、少くとも数卜万枚の数になることであろう O

これだけの瓦は、重量にして約数百トンになるから、それこそ原料の粘土だけでもどれほ

ど用意しなくてはならないだろうか。

瓦を焼く窯は、ひとつの窯で 400枚も焼ければ大成功である。一昼夜ぶっ通しで燃し続け

て出来上るわけであるが、かりに50万枚の瓦を焼き上げるとすると、延べにして1500窯が必

要であるから、同時に10基の窯を使用するにしても、 150田の焼成ということになるから燃

料の薪だけでもぼう大なものである O

正倉院文書を見ると、瓦関係の工人として、生瓦作工@瓦焼工・瓦葺工@瓦窯作工の名が

あり、これを総称して瓦工とよんでいる O

延喜式(エンギシキ)によると、生瓦を作る工人の A 日の製作能力は、女瓦・男瓦の場合

で開枚、宇瓦なら28枚、鈴瓦で23枚となっているから、正法寺の場合、生瓦を作成するだけ
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で延べ6000人以上の、あるいは 1万人近くの人数を要するわけである。

これに、瓦焼工・瓦葺工・瓦窯作工の員数を加えれば、瓦関係だけの工人の延べ必要数が

計算できる。

しかし、瓦工だけで寺院が建設できるものではない。

仏像を作るための仏師はもちろんのこと、たくさんの材木を伐り、加工して建物を建でな

くてはならない O しかし、ひとつの主要な建物の屋根に、 5万枚の瓦が葺かれるとすれば、

それだけでも重量は100トン近くになり、瓦の下にひく粘土の重さを加えると、実に 150

トンにもなることであろう O

したがって、直径数十センチもの巨大な柱を作らなくてはならず¥これらのすべての重量

を支えてなお傾くことがないように、大きな礎石と、地盤をっき固める基礎工事がいること

になる O

すなわち、造寺工事とは、まさに大工事であって、着工から伽藍の完成にいたるまでには、

おそらく延々と数次にわたる10年以上もの時間と、莫大な経費がついやされたのである O

正法寺の伽藍は、両塔式の形式に復原されているが、これは奈良薬師寺に典型的な白鳳時

代に流行した伽藍のスタイルであると思われる。

おそらくは、創建期・藤原宮期・平城宮期ぐらいまでをかけて、ょうやく奈良時代前期に

は、美しい両塔式の伽藍が完成したことであろう O

なお、正法寺を清滝の地に氏寺として創建した氏族としては、すでに「清滝正法寺の創建」

の項でふれておいたように、新羅系もしくは百済系と考えられる宇努氏をあてることがもっ

ともふさわしく思える。

また、字正法寺よりやや上流に祭られる国中神社は、延喜式神名帳にも記されている古い

神社で、正法寺を氏寺とした氏族の氏神であったことであろう O それが大蛇宮などとよばれ

ることのあるのは、南約1.5Kの山間に建つ龍尾寺や、大東市の龍間寺、讃良川の水源をなす

龍王池などと共通する龍神信仰によるものと忠われるが、国中神社のみが龍でなく大蛇とし

ている点に、より古い信仰形態を見出したい。

6. 5蕎j竜の正法寺の害警東

清滝にあった正法寺が、平安時代に入り、真言密教に転宗したのが、厳密にいっていつご

ろの出来事であったのかは明らかではないが、東高野街道の要地にあって、比較的早い時期に

真言寺院の仲間入りをしたにちがいなかろう O

中野正法寺の鐘銘にも平安初期弘仁の頃の様子を「大剥」としているが、その広大な伽藍

は、真言寺院にふさわしく、山岳の自然地形を利用しながら、いくつもの堂塔をふやしたこ
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とであろう O

そして、長尾正俊寺の黒仏や石造十三重の塔の作られた中世に入っても、相当大規模なか

っ縁起の古い寺として、存続していたことと思われる O

この寺が、衰えはじめるのは、建武新政の前後の戦乱に被災してからのことである。周知

のとおり、当地方は楠公ゆかりの土地柄としての伝承が多く、正法寺も含めて、特に山岳も

しくは山麓の寺院は、いずれも軍事的な性格が濃厚であったことであろう。

正俊寺及び、中野正法寺の記録類から、正法寺の擢災記録は次の通りである O

元弘・建武・延元の乱一一一一1330年代

慶長・元和の役 一1600年前後

そして、途中天文年間及び、天正年間に観海上人によって再建されたらしいが、真言宗自

体の衰退もあり、遂に中野の地に移転し、その後浄土宗に転宗して今日にいたっている O

なお、発掘調査にともなって、多くの中世遺物が発見されている。これら記録伝承の真偽

に関しでも、今後の地下埋蔵遺構や遺物がおのずから明らかにすることであろう。

+ヱ
z
g
ロ

@僧尼

この時代の僧たちは、僧尼令の規定にしたがうように規定されており、布教の行為はか

たく禁止せられていた O その意味では、僧侶というよりも、僧官的性格がつよい。

@行基年譜

安元4 (西暦1178)年にできたもので¥行基の49院を述べている O しかし、行基の死後

すでに 430年もの歳月をすぎており、これをもって絶対視するわけにはいかない O

行基年譜に記載するところによると、 49院の国別分布数は、摂津15・和泉12・山城9・

河内6・大和6・京1である O

@正法寺縁起

聖武の頃、行基開基。

@正法寺鐘銘

聖武勅願、行基開基。

@神楽良(サララ)の小野

万葉集巻の第16に、 「おそろしき物の歌」として「天なるや 神楽良の小野に 茅草

(チガヤ)刈り 草刈りばかに 鶏を立つも」の歌があり、この小野と、正法寺の山号の

小野山の関係を考える見解もある(藤沢一夫「河内国清j竜寺法名正法寺考J)0 
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@字努造(ウノノミヤツコ)

新撰姓氏録の河内国諸蕃の項に、宇努造の名があり、百済の国の人弥那の子寓意弥の後

喬としている。また平安時代中頃に著わされた倭名類衆抄(ワミヨウルイジュウショウ)

には、当地方の郷名が甲可となっている。日本書紀の敏達天皇の条に、百済から来朝した

鹿深の臣が、弥勅(ミロク)の石像一体を持っていたことを記しているが、鹿深は近江国

甲賀郡の豪族として、その後藷は代々甲賀郡の郡司級の地位をえていたらしい O

すなわち、鹿深・甲可・甲賀は、その文字を異にしてはいるものの、深くかかわるもの

と思われる O

@瓦の名称

大棟の上で両端を飾るのが鴎尾(シピ)瓦や鬼瓦である。

平瓦を女瓦とよび、筒瓦を男瓦とよぶことが多い。

軒先の部分には、時代によって異なるいろいろな文様がつけられるが、平瓦の軒先にあ

るものを宇瓦(ノキガワラ)もじくは軒平瓦、筒瓦で軒先にあるものを鐙瓦(アブミガワ

ラ)とか軒丸瓦とよぷ。

@堤瓦(ツツミガワラ)

練の部分をつくるために、平瓦をタテに半分に切ったもので、これを積みあげて棟にす

るO

-瓦工たちの日当(正倉院文書)……この頃米 I 升 5~6 文

生瓦作工 10文

瓦葺工 10 文 ~ll 文

瓦焼工 12 文~ 15文

木 工 10 文~ 16文

木 工 10 文~ 17文

画 工 35 文~ 36文

fム 工 60文

(大川 清「かわらの美」より)

@当時の物価(当時の 1升は現在の約4合)

711年 米6升が I文

751年 米6升が30文

762年 米6升が 42文

764年 米6升が60文

765年 米6升が 120文
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